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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
従来の電波望遠鏡の光学設計においては、収差のほとんどない視野中心では準光学的手法が用いら
れてきたが、広視野光学系を設計する場合、光線追跡による幾何光学収差によって行われてきた。その
結果、電波望遠鏡で最も回折の効果が大きくなる給電部の応答を考慮した設計がほとんどなされてこな
かった。本研究で提案された広視野電波望遠鏡光学設計の新しい手法は、給電部の応答と収差の結合
を解析的に明示することにより、これまで不可能であった視野中心以外も含めた光学系の最適な解を導く
ことを可能とした。周波数に依存しない解による広帯域化と合わせて、南極テラヘルツ望遠鏡を含めた新
世代の電波望遠鏡の性能を飛躍的に高めることになる基礎的な貢献である。 以上のように、本研究は
当該分野において独自性の高い極めて重要な研究であり、天文観測での必要性が非常に高くなってき
ている広視野電波望遠鏡の開発に、将来大いに役立つことが期待される。今後、他の評価方法との関連
についてより明確にしていくこと、今回提案された手法を南極テラヘルツ望遠鏡に適用して、より高い開
口能率を得るための考察が行われることを期待する。 
  
〔最終試験結果〕 
 平成２８年２月１６日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
